













































































































　言語類型論的には、英語が “S u b j e c t -
Prominent”言語であるのに対して、日本語は
“Topic-Prominent”言語であると言われている
























Ｂ：はい、[ わたしは ] [ あの番組を（＝
直接目的語）]　見ました。
　（２）Ａ：Did you see the program?
































　（３）昨日、　[ わたし（は） ]　[ あの番組を ]
　見たよ。
　（４）I  [ saw the program ]　yesterday.
　上の（３）（４）は、ごく親しい友人同士の会話


















































































































































（２）Li, N. C. & Thompson, S. A.  “Subject and topic: A
new typology of language.”  In Li, C. N. (ed.) Subject
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